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町田市



本マニュアルの目的
利活用されない空家の事情として、家屋の耐震性不足、資金繰りや家財残置、思

い入れなどの事情で母屋そのものに手を入れられない事などが影響し、管理がまま
ならない状態にある事が想定される。そこで町田市では空家そのものではなく、空
家の敷地に着目し、地域の特性に応じた活用方法を検討し、合わせて空家の管理を
行うモデル事業の検討を実施した。本マニュアルを活用し、空家敷地を活用したビ
ジネスモデルが展開されると共に、より多くの知見が蓄積される事を期待する。

建物の
ライフサイクル



ケース③
家屋：腐朽・破損
敷地：草木繁茂等

ケース②
家屋：良好～一部破損
敷地：草木繁茂等

ケース①
家屋：良好
敷地：良好

敷地活用の目的

環境維持

環境維持
環境改善

流通・利活用

居住者が生活
個人によって活用
地域によって活用

解体
除却

建物更新等

敷地活用
による
適正管理



実施フロー

空家情報の収集

想定される活用手法の検討

事業実施可能性の検討

事業候補空家の把握

所有者・事業者のマッチング

管理体制の検討・構築

・地域内の空家の敷地・立地の特徴を把握
・

・敷地を活用した事業の検討
・地域性を踏まえた地域毎のニーズの想定

・事業者ヒアリング等による実施可能性検討
・

・事業者提示条件に基づく対象家屋の抽出
・

・事業者、所有者がマッチング体制の検討
・モデル事業の実施

・効率的などなマッチング体制の検討
・程度の管理を事業者に依頼できるかの検討



空家情報の収集
過去の空家調査結果や管理している
データベース等を基に現状把握してい
る空家情報の整理を行う

地域毎の立地特性（交通利
便性、傾斜の有無、開発年代、
高齢化率等）を整理する。

地域毎の敷地特性（駐車場や
オープンスペースの有無、道
路幅員、敷地内の傾斜、腐朽
状況等）を整理する。

空家の空間的分布状況の把握
地域毎の空家戸数



想定される活用手法の整理

No 活用策 立地可能性 利用時間 賃貸期間 整備費
交通利

便性

交通

不便等

住民

特性

開発

年代

空家

連坦
傾斜地

接道

幅員

駐車場

の有無

敷地と

の段差

庭等の

OS

必要

面積

1

駐車場（長期利用：

月極、カーシェア

等）

空き家の駐車場スペー

スを近隣住民や近隣事

業所の駐車場として活

用

・商業地（駅前・商店街）
・住宅地（住宅団地）
・商業・観光・病院・学校
　等の施設が近隣にある

長期
（月～年）

長期
（月～年）

小 －
駐車場
が少ない
地域

2世代で
車所有

古い住
宅団地

複数あり なし － 有 無 －
車1台
分～

2
駐車場（短期利用：

時間貸し等）

空き家の駐車場スペー

スを来街者や事業者等

の駐車場として活用

・商業地（駅前・商店街）
・商業・観光・病院・学校
　等の施設が近隣にある

短期
（時間）

長期
（月～年）

小～中
※パーキン
グの設置費

高い
地域

駐車場
が少ない
地域

－ － 複数あり なし － 有 無 －
車1台
分～

3
駐車場（一時利用：

介護送迎等）

空き家の駐車場スペー

ス等を福祉事業者の介

護送迎の際の一時駐車

として活用

・住宅地（住宅団地）
短期

（分単位）
長期

（月～年）
０～小

低い
地域

駐車場
が少ない
地域

高齢者
が多い

古い住
宅団地

街区に1
か所等

なし 狭い 有 無 －
中型車
1台分

4

駐車場（一時利用：

宅急便配達、引っ越

し等）

空き家の駐車場スペー

ス等を宅配事業者や

引っ越し事業者の配送

スペースとして活用

・商業地（駅前・商店街）
・住宅地（住宅団地）

短期
（分単位）

長期
（月～年）

０～小 －
駐車場
が少ない
地域

－ －
街区に1
か所等

なし 狭い 有 無 －
中型車
1台分
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敷地

活用イメージ

地域特性 敷地特性ビジネス性

＜活用手法の整理（イメージ）＞



事業実施可能性の検討

〈ヒアリング項目（例）〉
①事業内容について
・事業概要
・提供サービスの内容
・サービス提供の顧客（ターゲット）

②対象地域でのサービス提供状況
・サービス提供状況
・サービス提供上の課題やビジネス性

③対象地域での空家敷地利活用の可能性
・実施上の条件等（立地、規模、立地要件、期間等）

④敷地管理の可能性
・直接管理
・委託管理
・所有者管理

事業可能性が高いと想定されるビジネスモデルに関して
は、該当事業を実施可能と想定される事業者に対してヒ
アリング等により実施可能性を検討



空家データ
自治体が把握している空家情報を
母集団とする

事業対象空家の把握

空家実態
調査

空家
バンク

空家相談
窓口

事業実施条件

事業者ヒアリングより
敷地条件等を設定
（例）
・主要駅から○m以内
・スペースとして最低
○m×○m必要

・事業期間は
○ヵ月～○年単位

空家
データ

対象家屋の抽出
（例：駅から500m）
事前の調査等で、活用
可能な敷地の有無や所
有者の活用意向が把握
済みであればより正確
に対象を絞り込み可能
になる。



所有者・事業者マッチング

所有者・事業者マッチング

事業者 空家所有者

家屋所有者への周知活動

（例：DM送付）

（例：空家所有者向けセミナー）

空家所有者訪問

空家所有者訪問

空家所有者訪問



マッチング体制の構築(想定）

事業者空家所有者

事務局

自治体
NPO法人
自治会 等

敷地状況の
登録

活用モデルの申請
（条件等含む）

事業者
紹介

所有者
紹介

自治体
事業の周知

状況報告空家情報提供



管理体制の構築（想定）

所有者管理
事業にて発生した収益の

一部を所有者に渡し、所有者
が所有者の判断にて家屋の適
正管理を直接もしくは委託に
より実施する。
○：事業者の負担が少ない
×：所有者によって適正管理され

るかは不明

事業収益

100

60

60?
管理

管理

事業収益 事業収益

100

直接管理
事業にて発生した収益の一

部を利用し、事業者が事業の
一環として空家の状況確認、
可能であれば管理まで実施す
る。
○：収益の一部が管理に適切に

利用される
×：事業者が実施可能かは不明

30

管理

100

30

30

管理

20管理

委託管理
事業にて発生した収益の一

部を利用し、事務局が空家の
状況確認、管理まで実施する。
（実働部分に関して委託する
場合あり）
○：複数事業者にも対応可能
×：管理が平均化され所有者から

の了承を得る事が困難と想定



令和2年3月町田市


